
平成 28 年度 ＦＤ活動報告

地域保健学域 教育福祉学類 

１ ＦＤ活動の実施体制、取り組みの概要 

 各種ワークショップ等への参加、学類教務委員会における議論等を通じて、絶えず教育

の質を確保するように努めている。 

 授業公開制度の導入により、学生とともに一般府民受講者の声を聞き、それを改善に役

立てている（前期５科目、受講生 40 人、後期 4科目、受講生 40人）。 

２ ピア授業参観実施状況 

期間 被参観授業数 参観者数 特記事項 

前期 該当なし 

後期 該当なし 

年度合計 

３ ＦＤに関する講演会、セミナー、ワークショップの開催状況 

開催日 内容（タイトル） 種別 参加者数 

2016 年 6月 2日 「2015 年度 4年生アンケート結果の検討」 FD カンフ

ァレンス 

21 

2016 年 7 月 14

日 

「学生がつくる教育福祉シンポジウム」（2 月

13 日開催）および学類教育内容に関する情報共

有 

FD カンフ

ァレンス 

21 

2016 年 9 月 16

日 

障がい学生対応について FD カンフ

ァレンス 

21 

2017 年 2月 9日 「学生調査」のフィードバック FD カンフ

ァレンス 

21 

2017 年 3 月 25

日 

「学生がつくる教育福祉イベントー「多角的視

点」を問い直すー」への参加 

ワークショ

ップ 

6 

2017 年 3 月 22

日 

第２回地域保健学域主催 FD カフェ ワークショ

ップ 

26（内、

学類教員

2名） 

４ ＦＤに関する会議、委員会の開催状況 

会議・委員会名 内容 回数 委員数 

学類教務委員会 学類教務委員会において、FD 担当委員

が、教育改革専門委員会における議事

内容を報告し、他の委員と質疑応答を

している。 

１１ ６ 



５ その他取り組みの具体的実施状況 

＜教育福祉学類＞ 

 学類独自の在学生アンケート調査を行い、学生の授業に関する感想や要望を収集

し、教員間で共有している。 

 授業支援システムによる，受講生の授業アンケートの実施を，各教員に呼びかけて

いる。 



地域保健学域・教育福祉学類 2017（平成 29）年度 FD活動計画 

 

 

１．FD関連の情報共有と討議 

 学類長、正副主任、教務委員、全学 FD委員会委員等が、月 1回開催の学類教務委

員会あるいは教員会議において、全学の教育運営や FDに関連する委員会の議論を報

告すると同時に、必要に応じて全学アンケートに協力をする。 

 

 

２．在学生に対するアンケートや各種説明会やオリエンテーションを実施 

・資格関連カリキュラムに関するアンケート（1回生対象、前期） 

・1回生への後期授業の履修に関する説明会（1回生対象、後期開始頃） 

・2回生への実習オリエンテーション（3年次での社会福祉実習、保育実習） 

・3回生および 4回生に対する教育福祉ゼミナールおよび教育福祉学演習の（いわゆ

る「ゼミ」）の概要と配属説明（配属希望などに関するアンケート等実施） 

 

 

３．ピア授業参観（「ピア参観促進週間」の実施）：（人間社会システム科学研究科の

スケジュールと併せて）。 

 

 

４．ポートフォリオを利用した授業・学習アンケート（各学期末）活用の呼びかけ 

 

 

５．カリキュラム改善等の検討 

 

 

６．その他：常時、学生からの教育改善要求があった場合には、学類の教員間で共有。 

 

 

７．学類 FD研修会の実施 
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